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「北海KSパワー 8号」は
耕盤をほぐし、団粒構造を
造るきっかけとなります。
農機具やコンテナででき
た耕盤が、地温をさえぎっ
ています。地下5メートル
以下は18度に保たれて
いる地温の活用を考えま
しょう。耕盤がほぐれ、団
粒構造を造ることで排水
性・保水性を確保する期
待ができ、作物が根づくり
しやすい環境を整えます。
豪雨にも干ばつにも強い
圃場づくりが目指せます。


